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沢沢
庵庵
禅禅
師師
のの
医医
論論
にに
おお
けけ
るる
病病
のの
解解
消消
法法
にに
つつ
いい
てて  

笠笠  

井井  
  

哲哲  
   

一一
、、
はは
じじ
めめ
にに  

  

わ
れ
わ
れ
は
、
自
然
災
害
や
感
染
症
の
流
行
な
ど
に
よ
り
、
大
き
な

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
と
、
そ
れ
が
常
に
心
に
留
ま
り
、
思
い
つ
め
身
動

き
が
取
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
他
の
こ
と
に
意
識
が
向

か
な
く
な
り
、
何
を
見
て
も
何
を
聞
い
て
も
楽
し
く
な
く
な
り
、
生
命

活
動
が
不
活
発
に
な
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
。 

こ
う
い
う
苦
し
み
か
ら
は
早
く
抜
け
出
し
た
い
。
そ
う
思
い
な
が
ら
、

思
い
つ
め
て
凝
り
固
ま
っ
た
心
は
、
動
い
て
く
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
心
が
留
っ
た
状
態
か
ら
脱
出
す
る
方
法
に
つ
い
て
、
沢
庵

禅
師
（
一
五
七
三
～
一
六
四
五
）
か
ら
学
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
江
戸
初

期
の
沢
庵
の
『
不
動
智
』
は
、
徳
川
家
の
剣
術
指
南
役
で
あ
っ
た
柳
生

宗
矩
（
一
五
七
一
～
一
六
四
六
）
に
与
え
た
書
で
あ
っ
た
。
こ
の
書
は
、

「
心
を
留
め
な
い
こ
と
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
で
あ
る
。 

『
不
動
智
』
は
、
剣
術
家
向
け
に
著
さ
れ
た
た
め
、
武
芸
に
か
ら
め

話
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
心
が
留
ま
る
こ
と
の
弊
害
に
つ
い

て
は
、
十
人
か
ら
一
太
刀
ず
つ
切
り
付
け
ら
れ
た
場
合
、
そ
の
一
太
刀

ず
つ
に
心
を
留
め
て
い
る
と
、
次
の
太
刀
へ
心
が
動
か
ず
、
打
た
れ
て

し
ま
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
『
不
動
智
』
に
は
、 

「
前
の
心
を
す
て
す
、
又
今
の
心
を
跡
へ
残
す
が
悪
敷
候
な
り
。
前
と

今
と
の
間
を
は
、
き
つ
て
の
け
よ
と
云
ふ
心
な
。
前
後
の
際
を
切
つ
て

放
つ
と
云
ふ
儀
な
り
。
是
を
前
後
の
際
を
切
て
放
せ
と
云
ふ
儀
な
り
。

心
を
と
ゞ
め
ぬ
儀
な
り
」
 (1)
と
い
う
言
葉
も
出
て
来
て
い
る
。
水
が
流

れ
る
よ
う
に
心
を
動
か
す
こ
と
が
、
武
芸
に
お
い
て
重
要
な
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、「
不
動
智
」
と
は
、
心
を
自
由
に
働
か
せ
つ
つ
、
一
つ
の

こ
と
に
動
じ
な
い
、
執
着
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

さ
て
、
医
学
に
も
造
詣
の
深
か
っ
た
沢
庵
禅
師
は
、
こ
の
「
留
ま
る

心
」
が
武
芸
だ
け
で
は
な
く
、
心
身
の
健
康
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
る

こ
と
を
、『
医
説
』
の
よ
う
な
医
学
書
の
中
に
書
き
残
し
て
い
る
。
本
稿

の
目
的
は
、
彼
の
医
学
書
を
中
心
に
、
心
が
留
ま
っ
た
状
態
か
ら
抜
け

出
す
方
法
、
す
な
わ
ち
病
の
解
消
法
に
つ
い
て
探
究
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
に
先
立
っ
て
、
沢
庵
禅
師
の
医
学
お
よ
び
医
論
に
お
け
る
基
本
的

な
思
想
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。 
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二二
、、
沢沢
庵庵
禅禅
師師
のの
医医
学学
おお
よよ
びび
医医
論論
にに
おお
けけ
るる
基基
本本
思思
想想  

 
 

沢
庵
禅
師
の
医
学
は
、
寛
永
二
一
年
（
一
六
四
四
）
八
月
に
、
京
に
い
る

門
弟
に
送
っ
た
『
骨
董
録
』
と
、
徳
川
家
光
に
説
い
た
『
医
説
』
に
詳
し
い
。

ま
た
、
但
馬
出
石
の
城
主
・
小
出
吉
英
お
よ
び
肥
後
守
細
川
忠
利
（
一
五
八

六
～
一
六
四
一
）
に
宛
て
た
書
状
、
医
を
論
じ
た
『
結
縄
集
』
に
も
、
沢
庵

の
医
学
思
想
や
医
療
観
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

『
医
説
』
に
よ
れ
ば
、
沢
庵
の
医
学
は
元
代
の
名
医
朱
丹
渓
（
朱
震
享
、

一
二
八
二
～
一
三
五
八
）
の
医
学
を
学
ぶ
た
め
に
渡
明
し
た
妙
心
寺
の

禅
僧
・
田
代
三
喜
（
一
四
六
五
～
一
五
四
四
）
の
流
れ
を
受
け
る
も
の

で
あ
る
。
三
喜
の
医
学
は
、
足
利
に
立
ち
寄
っ
た
相
国
寺
の
曲
直
瀬
道

三
（
一
五
〇
七
～
一
五
九
四
）
に
伝
え
ら
れ
る
。 

道
三
は
、
天
文
一
四
（
一
五
四
五
）
年
、
京
に
帰
っ
て
還
俗
し
、
医

療
に
従
事
す
る
と
と
も
に
、
医
書
『
啓
迪
集
』
を
著
し
、
弟
子
の
教
育

に
当
た
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
『
医
説
』
で
は
「
日
本
国
大
カ
タ
皆
道

三
流
に
成
ヌ
ル
也
。
是
ガ
当
流
也
。
丹
渓
ノ
流
也
」

  (2)
と
、
沢
庵
の
医

学
が
三
喜
お
よ
び
道
三
の
流
れ
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
。 

 

こ
の
道
三
流
は
後
に
後
世
派
あ
る
い
は
「
当
流
医
学
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
る
。
一
七
世
紀
後
半
、
陰
陽
五
行
説
に
基
づ
い
た
道
三
流
の

医
学
思
想
は
、
実
証
的
な
医
学
を
求
め
る
古
方
派
と
呼
ば
れ
る
医
師
た

ち
と
対
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
当
然
な
が
ら
、
そ
の
古
方
派
に
対
し
沢

庵
は
批
判
的
で
あ
っ
た
。 

 

『
医
説
』
で
は
、
例
え
ば
腎
虚
に
対
す
る
「
古
流
ノ
手
立
」

  (3)
は
、

陽
に
補
薬
を
与
え
て
火
に
油
を
注
ぐ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
、
と
述
べ
て

い
る
。
朱
丹
渓
の
医
学
で
は
、
飲
食
物
を
消
化
す
る
脾
胃
の
臓
腑
が
損

傷
す
れ
ば
胃
気
は
上
が
ら
ず
、
元
気
は
衰
え
、
五
臓
の
働
き
は
弱
っ
て

病
を
発
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
脾
胃
を
養
う
こ
と
が
肝
心
で
あ
る
と

い
う
。
一
般
論
と
し
て
陽
気
は
常
に
余
り
が
ち
で
あ
る
の
に
対
し
、
陰

気
は
不
足
し
が
ち
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
陰
気
を
補
っ
て
陽
気
を
降
す

補
陰
瀉
火
療
法
が
必
要
と
さ
れ
る
。
『
医
説
』
で
は
次
の
よ
う
に
い
う
。 

「
胃
は
水
穀
海
、
六
腑
大
源
也
ト
イ
ヘ
リ
。
胃
ハ
脾
ノ
臓
ノ
腑
ナ
リ
。

胃
は
ノ
ミ
ク
フ
物
ヲ
ウ
ケ
テ
、
其
五
味
ノ
気
ヲ
脾
ノ
臓
へ
ワ
タ
セ
ハ
、

四
臓
ヘ
ク
バ
リ
ア
タ
エ
テ
ヤ
シ
ナ
フ
也
。
脾
胃
ヤ
フ
レ
ヌ
レ
ハ
、
五
臓

タ
シ
ヤ
カ
ニ
シ
テ
モ
、
死
ス
ル
也
」

  (4)
と
。 

 

沢
庵
の
医
学
は
、
曲
直
瀬
道
三
流
の
漢
方
医
学
で
あ
っ
た
だ
け
で
な

く
、
道
三
か
ら
直
接
に
医
学
を
学
ぶ
機
会
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
細

川
光
尚
（
一
六
一
九
～
一
六
五
〇
）
の
持
病
で
あ
っ
た
痔
疾
を
見
舞
う

寛
永
一
九
年
の
沢
庵
の
書
状
に
よ
れ
ば
、
蓮
痔
（
痔
瘻
）
を
患
う
光
尚

に
対
し
、
沢
庵
は
効
能
の
優
れ
た
「
名
誉
の
薬
」

  (5) 

が
あ
る
が
、
こ
れ

は
道
三
よ
り
起
請
し
て
沢
庵
が
相
伝
し
た
も
の
で
あ
る
。
他
人
に
見
せ

る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
起
請
の
罰
は
沢
庵
が
受
け
る
こ
と
に

し
て
教
え
よ
う
。
光
尚
の
侍
医
で
あ
る
休
沢
に
「
相
伝
候
薬
方
書
」

  (6)
を

申
し
送
る
の
で
、
休
沢
に
調
剤
さ
せ
て
服
薬
し
て
ほ
し
い
。
そ
の
休
沢
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は
「
私
弟
子
に
仕
候
」

  (7)
と
あ
る
。 

 
沢
庵
は
、「
切
紙
」
に
よ
っ
て
道
三
よ
り
漢
方
を
伝
授
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
侍
医
と
し
て
仕
え
て
い
た
休
沢
は
、
沢
庵
の
医
学
上
の
弟
子

で
あ
る
。
中
庵
と
い
う
人
も
沢
庵
の
弟
子
の
一
人
で
あ
っ
た
。
寛
永
一

九
年
（
一
六
四
二
）
の
細
川
光
尚
宛
て
の
書
状
に
よ
れ
ば
、
中
庵
が
死

去
し
た
こ
と
に
触
れ
、
医
書
や
遺
物
は
医
師
を
し
て
い
る
中
庵
の
兄
に

送
っ
て
は
ど
う
か
と
あ
る

  (8)
。 

 

沢
庵
は
他
に
も
医
学
上
の
弟
子
を
持
っ
て
い
た
。
寛
永
一
九
年
の
小

出
吉
英
（
一
五
八
七
～
一
六
六
六
）
宛
て
の
書
状
に
よ
れ
ば
、
金
蔵
院

な
る
者
が
病
気
と
な
っ
た
た
め
、「
道
三
門
弟
衆
」

  (9)
の
薬
と
沢
庵
の
手

合
わ
せ
の
薬
を
遣
わ
し
た
が
、
灸
治
が
良
く
な
か
っ
た
よ
う
で
、
金
蔵

院
は
夜
中
に
吐
血
し
て
相
果
て
た
と
吉
英
に
知
ら
せ
た
。
そ
れ
と
と
も

に
、
そ
の
金
蔵
院
の
息
子
が
長
ら
く
沢
庵
の
も
と
で
修
行
を
積
み
、
こ

の
た
び
道
三
の
と
こ
ろ
へ
送
り
出
し
た
と
あ
る
。 

 

沢
庵
は
、
道
三
流
の
医
学
を
修
め
た
僧
医
で
あ
っ
た
と
い
え
る
が
、

当
世
の
医
師
に
対
し
て
、
大
き
な
不
満
を
抱
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

『
医
説
』
に
お
い
て
は
、「
医
者
モ
学
問
シ
タ
ル
カ
ヨ
キ
也
。
学
問
シ
テ

モ
機
転
ア
シ
ク
テ
、
薬
ノ
キ
キ
ニ
ク
キ
モ
ア
レ
共
、
学
問
セ
ズ
シ
テ
機

転
ノ
キ
キ
タ
ル
ト
イ
フ
ハ
、
マ
タ
ア
ブ
ナ
キ
心
ア
リ
」
(10)
と
い
い
、
学

問
し
な
い
医
者
の
多
い
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。 

寛
永
一
三
年
（
一
六
三
六
）
の
小
出
吉
英
宛
て
の
書
状
で
は
、「
当
世

も
医
者
之
医
学
を
ハ
せ
す
し
て
、
太
平
記
を
よ
ミ
な
と
し
て
、
物
知
と

人
に
お
も
ハ
れ
て
、
知
行
と
ら
ん
と
大
名
を
た
ま
し
候
。
是
は
末
か
ら

す
る
医
者
に
而
候
」
(11)
と
い
う
。
夜
昼
き
ち
ん
と
医
者
の
務
め
を
果
た

し
、
良
治
が
上
手
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
ど
こ
に
住
ん
で
い
よ
う
と
も
呼

び
出
さ
れ
、「
御
番
医
師
な
と
と
て
賞
翫
せ
ら
れ
候
」(12)
と
記
し
て
い
る
。 

沢
庵
禅
師
の
医
論
に
お
け
る
基
本
思
想
の
第
一
は
、
全
身
を
巡
る
気

の
流
れ
が
滞
留
し
て
い
る
状
態
、『
骨
董
録
』
に
い
う
「
気
ふ
さ
が
り
と

ぢ
た
る
所
よ
り
生
す
る
」
(13)
状
態
を
病
と
捉
え
る
も
の
で
あ
る
。『
結
縄

集
』
で
は
、「
人
の
気
塞
り
滞
れ
ば
、
水
こ
つ
て
痰
と
な
る
。⋯⋯

痰
は
人

身
の
病
也
。
正
気
是
か
為
に
わ
つ
ら
は
さ
る
」
(14)
と
い
い
、
そ
の
気
が

滞
り
な
く
循
行
し
、
気
が
純
一
無
雑
に
な
れ
ば
無
事
、
す
な
わ
ち
健
康

と
考
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

『
医
説
』
に
は
、「
気
ト
ゝ
コ
ホ
レ
バ
、
ソ
ノ
ト
ゝ
コ
ホ
リ
タ
ル
所
ノ

血
肉
臓
腑
ガ
ヤ
ム
ナ
リ
。⋯⋯

ト
ト
マ
ル
ヲ
病
ト
云
也
。
気
ガ
総
身
ニ
ノ

ビ
テ
ト
ゝ
コ
ホ
リ
モ
ナ
ケ
レ
バ
、
病
ハ
ナ
キ
也
」(15)
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
「
気
ガ
チ
ツ
テ
、
ス
ク
ナ
ク
ナ
レ
ハ
病
ア
リ
。
コ
レ
モ
気
ガ
ス
ク

ナ
ク
ナ
ケ
レ
ハ
、
力
ガ
ヨ
ハ
フ
テ
、
メ
ク
リ
得
ス
シ
テ
、
所
々
ニ
ト
ゝ

マ
リ
テ
、
病
ヲ
ナ
ス
也
」
と
か
、「
気
ム
ネ
ノ
ア
ツ
マ
リ
テ
、
ア
ツ
マ
ル

所
ノ
ム
ネ
ヤ
ム
也
。
気
ハ
ヤ
マ
ス
シ
テ
モ
、
ア
ツ
マ
レ
ハ
、
其
所
カ
ラ

病
出
ル
也
」
(16)
と
も
い
う
。
ま
た
「
七
情
（
怒
・
喜
・
思
・
憂
・
恐
・

悲
・
驚
）
ノ
病
、
皆
気
の
ト
ト
コ
ホ
リ
也
」、
さ
ら
に
「
六
（
風
・
寒
・

暑
・
湿
・
燥
・
熱
）
ハ
皆
天
地
ノ
気
ガ
人
ノ
身
ニ
ア
タ
ツ
テ
、
ヤ
ム
也
。

人
ノ
身
ノ
気
ハ
、
小
に
し
て
ヨ
ハ
シ
。
天
地
ノ
気
ハ
、
大
ニ
シ
テ
ツ
ヨ
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シ
。
天
地
ノ
気
ニ
オ
イ
コ
マ
レ
テ
、
マ
ケ
テ
煩
也
。
外
ノ
六
気
ニ
ア
タ

レ
バ
、
内
ノ
気
フ
サ
ガ
リ
、
内
ニ
セ
マ
ツ
テ
臓
腑
ワ
ツ
ラ
フ
也
」
(17)
と

す
る
。
病
因
を
七
情
に
よ
っ
て
傷
ら
れ
る
内
傷
と
、
外
邪
（
六
気
）
に

犯
さ
れ
る
外
感
に
求
め
て
い
る
。 

さ
て
、
沢
庵
の
医
論
に
お
け
る
基
本
思
想
の
第
二
は
、
補
薬
の
使
い

方
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
寛
永
一
五
年
（
一
六
三
八
）
の
細
川
忠
利

宛
て
の
書
状
で
は
、
忠
利
が
島
原
の
落
城
以
後
、
疲
れ
が
出
た
の
で
「
万

病
圓
」
(18)
を
三
粒
飲
み
、
元
気
が
回
復
し
た
こ
と
に
触
れ
次
の
よ
う
に

い
う
。
す
な
わ
ち
、
元
気
の
虚
を
補
う
薬
を
使
え
ば
、
気
は
益
し
て
病

毒
が
閉
塞
す
る
こ
と
に
な
る
。 

滞
留
し
て
い
た
気
が
流
れ
始
め
れ
ば
、
補
薬
を
用
い
て
も
よ
い
が
、

気
が
塞
が
っ
た
状
態
で
補
薬
を
用
い
れ
ば
、
病
は
ま
す
ま
す
増
上
す
る

こ
と
に
な
る
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
よ
く
分
別
さ
れ
て
、
補
薬
を
道
い
ら

れ
た
の
が
良
か
っ
た
と
あ
る
。 

医
論
の
基
本
思
想
の
第
三
は
、「
盗
汗
」
の
病
理
に
見
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
。
寛
永
一
四
年
（
一
六
三
七
）
の
波
多
策
庵
宛
て
の
書
状
に
よ
れ

ば
、
盗
汗
が
久
し
く
続
け
ば
、
「
心
血
耗
散
」
(19)
し
て
痩
せ
て
し
ま
う
。

汗
は
内
が
熟
し
、
表
が
開
い
て
漏
洩
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
陽
が
表
に

散
ず
れ
ば
、
表
は
寒
と
な
る
。
そ
う
な
れ
ば
い
よ
い
よ
内
が
熱
す
る
こ

と
に
な
る
。
表
を
閉
じ
て
内
を
清
涼
に
す
れ
ば
盗
汗
は
止
む
と
あ
る
。

寒
涼
薬
を
用
い
て
心
火
を
降
ろ
す
劉
完
素
の
治
療
法
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

医
論
に
お
け
る
基
本
思
想
の
第
四
は
、
沢
庵
の
調
剤
は
宋
代
の
国
定

処
方
集
『
太
平
恵
民
和
剤
局
方
』
に
依
拠
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
寛

永
一
八
年
（
一
六
四
一
）
の
波
多
中
庵
宛
て
の
書
状
に
は
、
外
境
（
外

科
）
医
師
が
語
る
こ
と
と
し
て
、
中
風
に
「
ウ
サ
イ
圓
」
(20)
が
著
効
を

示
し
た
と
い
う
話
を
聞
い
て
、
こ
の
処
方
は
「
局
方
」
に
あ
る
も
の
か

と
記
し
て
い
る
。 

医
論
に
お
け
る
基
本
思
想
の
第
五
は
、
治
療
よ
り
も
予
防
、
養
生
を

重
視
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。『
医
説
』
で
は
、
心
は
気
に
乗
っ
て
働
く

も
の
で
、
気
そ
れ
自
体
に
は
思
惟
分
別
は
な
い
。
心
が
働
き
過
ぎ
れ
ば
、

気
は
尽
き
て
し
ま
う
。
気
が
尽
き
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
養
生
で
あ
る

と
い
い
、
ま
た
「
寒
熱
カ
タ
ユ
キ
ナ
キ
様
ニ
食
ヲ
ス
ル
ガ
養
生
」
(21)
と

か
、「
熱
ノ
物
多
食
ス
レ
ハ
、
気
モ
血
モ
ヘ
ル
也
。
オ
リ
々
々
少
食
す
れ

は
、
気
モ
血
モ
生
ル
也
。
寒
熱
中
分
ノ
心
得
、
カ
ン
ヨ
ウ
ノ
養
生
也
」(22) 

、

「
脾
胃
ヲ
大
事
」
(23)
に
す
る
こ
と
が
養
生
で
あ
る
。 

あ
る
い
は
『
医
説
』
で
、「
身
ハ
是
万
事
万
端
ノ
本
也
。
然
者
治
身
余

ヲ
以
テ
、
家
ヲ
治
ム
ト
イ
ヘ
リ
。
又
家
ヲ
治
ル
余
ヲ
以
テ
、
国
ヲ
治
ル

ト
イ
ヒ
。
又
国
ヲ
治
ル
余
ヲ
以
テ
、
天
下
ヲ
治
ル
と
ト
イ
ヘ
リ
。⋯⋯

三

綱
五
常
ヲ
オ
コ
ナ
ハ
ン
ト
ス
ル
ト
モ
、
病
者
ナ
ラ
ハ
、
ナ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。

シ
カ
ラ
ハ
養
生
ヲ
ヨ
ク
シ
テ
無
病
ナ
ラ
ン
ハ
、
是
又
万
道
ノ
本
タ
ル
ヘ

キ
カ
」
(24)
と
も
説
い
て
い
る
。
『
結
縄
集
』
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
り
、

「
病
は
口
よ
り
入
る
と
い
へ
り
。
凡
我
は
何
程
食
し
て
よ
き
こ
こ
ろ
な

り
と
お
も
ふ
分
量
を
定
む
べ
し
」
(25)
と
、
適
量
の
食
事
に
努
め
る
べ
き

で
あ
る
と
い
う
。 

20



5 
 

寛
永
一
四
（
一
六
三
七
）
年
に
細
川
忠
利
に
宛
て
た
書
状
に
は
、「
あ

ま
り
人
ハ
、
命
み
ち
か
き
物
に
て
候
故
、
何
事
を
た
く
ミ
候
て
も
、
命

み
し
か
く
候
て
ハ
不
成
事
ニ
候
。
人
程
命
長
物
ハ
な
き
と
、
兼
好
ハ
書

申
候
へ
と
も
、
世
ニ
功
を
な
し
候
ハ
ん
に
は
、
短
候
て
ハ
成
不
申
候
」
(26) 

と
、
命
が
短
く
て
は
何
事
も
成
ら
な
い
。
功
名
を
た
て
る
に
は
長
生
き

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。
寛
永
一
九
年
に
小
出
吉
英
に
宛
て
た
書
状
で

も
、
近
年
は
若
い
人
が
死
ん
で
い
る
が
、
も
っ
と
養
生
す
べ
き
で
あ
る

と
述
べ
て
い
る
。 

寛
永
一
九
年
の
細
川
光
尚
の
痔
が
平
癒
し
た
こ
と
を
賀
し
た
書
状
で

は
、
痔
は
常
に
酒
を
過
ご
し
、
美
食
を
多
く
摂
る
者
が
「
臓
毒
」
(27)
な

ど
と
な
っ
て
出
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
獣
肉
や
熱
物
の
食
を
避
け
、
毒

に
な
ら
な
い
薄
味
の
物
を
摂
り
、
日
常
の
生
活
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
述
べ
る
。
た
だ
し
、
本
草
書
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
物

ば
か
り
を
食
べ
て
も
い
け
な
い
と
も
い
う
。
本
草
書
の
記
事
も
鵜
呑
み

に
す
る
な
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

な
お
養
生
灸
、
す
な
わ
ち
疲
労
回
復
の
た
め
の
灸
に
つ
い
て
、
沢
庵

は
正
保
元
年
（
一
六
四
四
）
に
、
彼
が
天
祐
に
宛
て
た
書
状
に
お
い
て
、

「
老
人
の
長
旅
」
(28)
に
つ
い
て
、
疲
労
困
憊
に
及
ん
だ
と
き
に
、
自
分

は
膏
肓
や
三
里
な
ど
の
経
穴
に
灸
を
据
え
た
と
記
し
て
い
る
。 

ま
た
、
寛
永
一
一
年
（
一
六
三
四
）
に
小
出
吉
英
に
宛
て
た
書
状
で

は
、
公
方
様
は
養
生
の
た
め
灸
を
た
び
た
び
据
え
て
い
る
の
で
、
攪
乱

に
一
度
も
か
か
ら
ず
元
気
に
過
ご
し
て
お
ら
れ
る
と
い
い
、
養
生
灸
の

効
果
を
認
め
て
い
る
。 

『
結
縄
集
』
に
お
い
て
は
、「
灸
な
と
も
、
年
中
絶
ず
す
れ
ば
、
後
に

は
き
か
ぬ
も
の
な
り
。
春
秋
に
し
て
よ
し
。
又
其
間
に
も
程
を
お
き
て
、

お
も
ひ
も
か
け
ぬ
や
う
に
し
て
、
ふ
と
し
た
る
灸
は
、
よ
く
き
く
も
の

な
り
」

 (29) 

と
、
灸
に
は
間
隔
を
空
け
よ
と
い
う
の
で
あ
る
。 

医
論
に
お
け
る
基
本
思
想
の
第
六
は
、
投
薬
に
対
し
慎
重
な
こ
と
で

あ
る
。『
医
説
』
に
は
、「
医
書
ニ
モ
薬
ニ
テ
病
を
ヤ
シ
ナ
フ
事
ヲ
キ
ラ

ヒ
候
」
(30)
と
か
、「
薬
ガ
チ
ガ
ヘ
バ
死
ス
ル
ガ
必
定
ナ
リ
。
中
々
薬
を
ノ

マ
ザ
レ
バ
、
病
ヒ
ト
リ
シ
リ
ゾ
ク
時
モ
ア
ル
ヘ
シ
」
(31)
。
ま
た
「
大
事

ノ
命
を
カ
ク
ル
事
ナ
レ
ハ
、
薬
ナ
ト
ハ
ム
サ
ト
ノ
ム
ヘ
キ
ニ
ア
ラ
ス
」
(32)

と
記
さ
れ
て
い
る
。 

寛
永
一
五
年
（
一
六
三
八
）
の
細
川
忠
利
に
宛
て
た
書
状
で
は
、「
大

樹
（
家
光
）
の
御
や
う
じ
や
う
」
(33)
は
、
大
方
の
者
が
真
似
で
き
る
も

の
で
は
な
く
、
家
光
は
医
者
衆
が
書
き
立
て
た
物
以
外
は
一
切
口
に
せ

ず
、
養
生
灸
も
し
っ
か
り
行
っ
て
い
る
と
記
し
た
あ
と
、
服
薬
法
に
つ

い
て
「
常
に
あ
ま
り
薬
参
候
事
も
、
同
者
ご
無
用
ニ
候
」、
ま
た
「
下
地

に
何
事
も
な
く
平
か
な
る
身
ニ
た
へ
候
へ
ハ
、
そ
の
薬
よ
く
候
」
(34)
と

も
い
い
、
薬
は
常
用
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
た
ま
に
飲
む
か
ら
効
く

の
で
あ
る
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
、
薬
は
た
く
さ
ん
飲
め
ば
、
そ
の
薬
が

毒
に
も
な
る
と
い
う
。 

『
結
縄
集
』
も
、「
薬
を
も
不
断
に
の
め
は
、
誠
の
時
、
き
か
ぬ
も
の

な
り
。
毒
に
な
る
物
も
食
ひ
つ
く
れ
は
、
腹
と
毒
が
知
音
し
て
、
さ
ま
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で
た
ゝ
ら
ぬ
が
ご
と
し
」
(35) 

と
い
う
。
な
お
『
医
説
』
に
は
「
又
時
ア

ツ
テ
ヤ
ム
ヘ
シ
ト
テ
、
ノ
ム
ヘ
キ
時
ヲ
ノ
マ
サ
レ
ハ
、
時
オ
ソ
ク
シ
テ
、

病
ナ
オ
ラ
ス
シ
テ
、
死
ス
ル
モ
ア
リ
。
病
ニ
ヨ
ル
事
也
」
(36)
と
あ
り
、

薬
は
飲
む
べ
き
時
に
飲
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
の
時
宜
を
失
え
ば

死
ぬ
と
警
告
す
る
。 

医
論
の
基
本
思
想
の
第
七
は
、
機
転
を
利
か
せ
る
柔
軟
な
対
応
が
必

要
な
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。『
医
説
』
(37) 

に
は
、「
方
ヲ
モ
ツ
テ
薬
合

事
ハ
、
タ
レ
モ
ス
ル
物
也
。
方
ハ
医
道
得
ザ
ル
者
の
手
本
ニ
シ
テ
オ
キ

タ
ル
者
也
。
医
道
を
得
タ
レ
ハ
、
方
ハ
病
ニ
ヨ
ツ
テ
、
何
程
モ
胸
ヨ
リ

取
出
ス
者
也
。
サ
レ
共
、
方
ヲ
モ
ス
テ
ス
、
方
ニ
モ
カ
タ
マ
ラ
ヌ
所
を

ヨ
シ
ト
ス
」
と
薬
方
の
原
則
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
原
則
に
固
ま
ら
な
い

処
方
の
あ
り
方
を
求
め
て
い
る
。 

 

寛
永
一
九
年
（
一
六
四
二
）
に
細
川
光
尚
に
宛
て
た
書
状
で
は
、「
御

家
の
医
者
衆
も
。⋯

⋯

宜
禁
本
草
な
と
の
内
ニ
、
好
食
と
書
入
候
物
も
、

只
好
食
と
は
か
り
心
得
申
候
へ
ハ
、
相
違
有
之
事
候
。⋯

⋯

た
ゝ
の
病
に

は
、
十
二
経
を
通
候
て
、
良
薬
に
て
候
へ
共
、
物
に
よ
り
候
て
、
か
様

之
御
分
別
入
事
候
」
(38)
と
い
う
。
本
草
書
が
病
食
に
好
適
と
記
し
て
い

て
も
、
そ
れ
を
鵜
呑
み
に
し
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。
用
い
る
に
は
、

分
別
が
大
事
で
あ
る
と
い
う
。 

 

医
論
の
基
本
思
想
の
第
八
は
、「
気
を
と
と
の
ふ
と
云
事
」
(39)
が
肝
要

で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
気
は
補
う
だ
け
で
な
く
、
散
ず
る
こ
と
も

必
要
で
あ
る
と
い
う
。
例
え
ば
、『
骨
董
録
』
に
「
口
に
陀
羅
尼
を
よ
み
、

呪
と
な
へ
て
難
を
の
か
れ
、
邪
気
を
転
し
て
正
気
に
な
す
事
」
と
あ
り
、

そ
れ
は
物
に
取
り
憑
い
た
心
、
す
な
わ
ち
鬱
の
状
態
を
解
放
さ
せ
る
手

段
と
し
て
、
病
人
を
陀
羅
尼
や
呪
の
口
唱
に
集
中
さ
せ
、
意
識
を
物
か

ら
離
れ
さ
せ
れ
ば
治
る
と
し
、「
ま
じ
な
ひ
な
ど
ゝ
云
事
も
、
子
細
あ
る

儀
也
」
(40)
と
、
呪
い
も
使
い
よ
う
に
よ
っ
て
は
効
果
が
あ
る
と
述
べ
て

い
る
。 

   
  

三三
、、
鬱鬱
のの
病病
とと
虚虚
のの
病病
、、
そそ
のの
解解
消消
法法  

 

沢
庵
は
、
気
は
山
川
草
木
、
一
切
の
万
物
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
と
説

い
た
が
、
気
は
ま
た
人
間
の
身
体
を
循
環
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
東
洋

の
医
学
で
は
、
人
間
の
身
体
を
一
つ
の
森
と
見
た
て
て
、
そ
の
全
体
の

動
き
を
理
解
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
こ
れ
に
対
し
西
洋
の
医
学
で

は
、
森
の
各
部
を
構
成
す
る
一
本
一
本
の
樹
木
を
と
あ
れ
る
よ
う
に
、

身
体
の
各
部
の
臓
器
を
対
象
と
す
る
。
肺
や
心
臓
や
胃
や
腸
や
肝
臓
な

ど
の
一
つ
一
つ
の
臓
器
を
対
象
と
し
て
医
療
を
施
す
の
で
あ
る
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
東
洋
医
学
を
巡
っ
て
い
る
経
絡
に
お
け
る
気
の
流

れ
を
対
象
と
し
て
、
人
間
の
身
体
を
全
体
的
に
と
ら
え
て
治
療
し
よ
う

と
す
る
。 

森
は
単
に
一
本
一
本
の
樹
木
だ
け
で
で
き
て
い
る
の
で
は
な
い
。
木

に
は
苔
も
生
え
て
い
る
し
、
地
面
に
は
落
ち
葉
も
積
も
る
。
そ
の
中
に

は
、
み
み
ず
や
と
か
げ
や
、
茸
を
育
て
る
無
数
の
細
菌
が
生
き
て
い
る
。
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森
は
植
物
や
動
物
の
大
き
な
生
態
系
の
全
体
に
他
な
ら
な
い
。
森
は
相

互
に
利
用
し
合
う
無
数
の
生
き
も
の
の
集
合
体
で
あ
り
、
生
活
の
場
な

の
で
あ
る
。
人
間
の
体
も
同
じ
で
あ
る
と
み
る
の
が
東
洋
医
学
の
伝
統

で
あ
る
と
い
え
る
。 

沢
庵
は
、
こ
の
よ
う
な
東
洋
医
学
の
伝
統
に
基
づ
き
な
が
ら
、
病
と

気
に
つ
い
て
独
自
の
考
え
方
を
展
開
し
て
い
る
。『
医
説
』
の
中
で
、
次

の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

「
諸
病
ト
モ
ニ
気
也
。
然
ト
モ
、
気
ハ
カ
タ
チ
ナ
キ
物
ナ
レ
バ
、
ヤ

ム
ヘ
キ
ヤ
ウ
ナ
シ
。
シ
カ
ル
ニ
ヨ
リ
、
気
ト
ト
コ
ホ
レ
バ
、
ソ
ノ
ト
ゝ

コ
ホ
リ
タ
ル
所
ノ
肉
血
臓
腑
ガ
ヤ
ム
ナ
リ
。
柳
生
ノ
兵
法
ニ
病
ト
云
事

ア
リ
。
人
ノ
身
ノ
病
モ
同
事
也
。
ト
ゝ
マ
ル
ヲ
病
ト
云
也
。
気
ガ
総
身

ニ
ノ
ビ
テ
ト
ゝ
コ
ホ
リ
モ
ナ
ケ
レ
ハ
、
病
ハ
ナ
キ
也
」
(41)
と
。 

沢
庵
は
ま
ず
、
如
何
な
る
病
も
気
か
ら
起
こ
る
と
い
っ
て
い
る
。
気

は
か
た
ち
が
な
い
か
ら
留
ま
る
こ
と
も
な
い
。
か
た
ち
も
な
く
絶
え
ず

流
動
し
て
い
る
の
が
気
で
あ
る
。
こ
の
気
が
滞
る
と
、
そ
の
停
滞
し
て

い
る
と
こ
ろ
の
内
臓
、
血
管
な
ど
が
病
を
発
す
る
の
だ
と
い
う
。
柳
生

宗
矩
は
『
兵
法
家
伝
書
』
の
中
で
、「
病
気
之
事
」
と
い
う
段
を
設
け
て

説
い
て
い
る
が
、
そ
れ
は
人
間
の
体
に
も
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
こ
と

だ
と
沢
庵
は
い
う
。 

す
な
わ
ち
柳
生
宗
矩
は
、「
殺
人
刀
」
の
中
で
、
正
確
に
は
「
病
気
之

事
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

「
か
た
ん
と
一
筋
に
お
も
ふ
も
病
也
。
兵
法
つ
か
は
む
と
一
筋
に
お

も
ふ
も
病
也
。
習
の
た
け
を
出
さ
ん
と
一
筋
に
お
も
ふ
も
病
、
か
ゝ
ら

ん
と
一
筋
に
お
も
ふ
も
病
也
。
ま
た
ん
と
ば
か
り
お
も
ふ
も
病
也
。
病

を
さ
ら
ん
と
一
筋
に
お
も
ひ
か
た
ま
り
た
る
も
病
也
。
何
事
も
心
の
一

す
ぢ
に
と
ゞ
ま
り
た
る
を
病
と
す
る
也
(42)
」。 

勝
と
う
勝
と
う
と
思
う
の
も
、
稽
古
し
た
修
練
の
全
て
の
成
果
を
出

そ
う
と
思
う
の
も
、
病
を
除
こ
う
と
思
う
こ
と
も
、
と
に
か
く
何
か
を

一
筋
に
思
い
つ
め
る
こ
と
が
病
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
一
言
で
い
え
ば
、

病
は
心
に
あ
る
。
だ
か
ら
病
を
除
く
に
は
、
心
を
調
え
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
い
う
。 

こ
の
宗
矩
の
考
え
方
は
、
沢
庵
の
教
え
を
そ
の
ま
ま
忠
実
に
受
け
て

い
る
の
で
あ
り
、
心
を
ど
こ
に
も
留
め
な
い
こ
と
の
大
切
さ
を
い
っ
て

い
る
、
宗
矩
は
兵
法
に
お
け
る
病
を
説
い
た
の
で
あ
る
が
、
沢
庵
は
こ

の
宗
矩
の
言
葉
を
引
用
し
、
人
間
の
身
体
の
病
も
全
く
兵
法
の
病
と
同

じ
で
あ
る
と
い
う
。 

気
が
留
ま
り
滞
る
こ
と
、
気
が
停
滞
す
る
こ
と
が
病
で
あ
る
と
い
う

考
え
方
は
、
中
国
医
学
の
考
え
方
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
中
国
医
学

の
言
葉
に
、「
流
水
腐
ら
ず
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
流
れ
て
い
る
水
は
腐

ら
な
い
。
流
れ
ず
に
淀
ん
で
い
る
と
次
第
に
水
は
腐
っ
て
し
ま
う
。
腐

っ
た
水
に
は
魚
や
生
物
は
棲
め
な
い
。
水
が
絶
え
ず
流
れ
て
い
る
状
態

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

沢
庵
は
、
気
が
全
身
に
の
び
広
が
っ
て
と
ど
こ
お
り
も
な
け
れ
ば
病

は
な
い
も
の
で
あ
る
と
断
言
し
て
い
た
。
気
が
流
水
の
状
態
で
あ
っ
て
、
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し
か
も
全
身
に
よ
く
の
び
広
が
っ
て
い
れ
ば
健
康
な
身
体
で
あ
る
と
い

う
。
気
や
血
が
一
か
所
に
停
滞
し
て
、
鬱
血
し
た
り
鬱
結
し
た
り
す
る

と
、
そ
こ
か
ら
病
が
生
じ
る
の
で
あ
る
と
い
う
。
例
え
ば
、
肩
こ
り
や

腰
痛
を
考
え
て
み
よ
。
同
じ
姿
勢
で
長
時
間
仕
事
を
し
た
り
、
精
神
的

ス
ト
レ
ス
を
継
続
し
て
受
け
た
り
す
る
と
、
肩
こ
り
や
腰
痛
が
起
こ
る

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
精
神
的
ス
ト
レ
ス
が
胃
や
心
臓

な
ど
の
内
臓
の
病
気
に
も
強
い
影
響
を
与
え
る
。
気
や
血
が
滞
る
こ
と

が
病
の
元
な
の
で
あ
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
沢
庵
は
『
医
説
』
に
お
い
て
、
病
の
原
因
は
気
の

滞
り
で
あ
る
と
説
い
た
。
そ
の
要
因
は
心
の
留
ま
り
で
あ
る
七
情
の
乱

れ
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
七
情
と
は
、
先
に
も
見
た
よ
う
に
怒
・
喜
・

思
・
憂
・
恐
・
悲
・
驚
で
あ
っ
た
(43)
。 

ま
ず
、
七
情
の
中
の
憂
思
悲
恐
の
四
つ
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
は
鬱
の

病
を
引
き
起
こ
す
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
「
う
つ
病
」
と
い
う
と
、

現
代
医
学
的
に
は
精
神
疾
患
に
分
類
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
い
う
鬱
の
病

は
、
留
ま
る
心
が
引
き
起
こ
す
気
の
鬱
滞
の
こ
と
で
あ
る
。
う
つ
病
と

部
分
的
に
似
て
い
る
が
、
精
神
的
ス
ト
レ
ス
が
関
連
す
る
諸
症
状
と
捉

え
る
べ
き
で
あ
る
。 

次
に
喜
怒
驚
の
三
つ
は
、
気
を
消
散
さ
せ
、
虚
の
病
を
生
じ
る
と
す

る
。
喜
ん
だ
り
、
怒
っ
た
り
、
驚
い
た
り
と
い
う
と
、
弱
々
し
い
「
虚
」

と
い
う
よ
り
、
強
烈
な
「
実
」
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
か
も
し
れ
な
い
。 

な
ぜ
こ
れ
が
、
虚
の
病
の
原
因
と
な
る
か
と
い
う
と
、
喜
怒
驚
と
い

っ
た
感
情
の
発
現
時
は
、
気
が
強
烈
に
動
き
乱
れ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ

て
気
が
消
耗
し
、
結
果
的
に
虚
に
至
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て

気
が
虚
に
な
り
流
れ
が
弱
く
な
る
と
、
滞
り
を
生
じ
や
す
く
な
る
。 

こ
の
よ
う
に
沢
庵
は
、
精
神
的
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
気
の
滞
り
を
、
憂

思
悲
恐
の
原
因
と
な
る
鬱
の
病
の
グ
ル
ー
プ
と
、
喜
怒
驚
が
関
連
す
る

虚
の
病
の
グ
ル
ー
プ
の
二
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
解
消
法
を
提

案
し
て
い
る
。
次
に
、
そ
の
解
消
法
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
い
。 

喜
怒
驚
恐
と
い
っ
た
感
情
を
抱
く
と
、
人
は
う
つ
む
き
が
ち
に
な
り
、

胸
に
気
が
鬱
し
て
し
ま
う
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
に
対
し
沢
庵
は
、
気
が

内
に
深
く
鬱
し
た
場
合
は
、
野
山
に
出
て
遠
く
を
眺
め
る
の
が
良
い
と

し
て
い
る
。
遠
く
を
眺
め
る
こ
と
に
よ
り
、
内
に
縮
こ
ま
っ
た
意
識
や

気
を
外
に
伸
ば
し
、
鬱
を
散
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。 

 

野
山
へ
出
る
と
、
風
や
草
花
の
香
り
や
鳥
の
声
な
ど
、
複
数
の
感
覚

を
使
う
。
遠
く
を
見
る
以
外
に
も
、
こ
う
い
っ
た
外
界
と
の
身
体
感
覚

的
な
接
触
が
加
わ
る
と
、
よ
り
胸
に
鬱
滞
し
た
気
が
外
に
向
い
て
い
く
。 

 

嫌
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
心
に
何
も
留
め
ず
に
、
そ
の
一
瞬
一
瞬
を

身
体
で
感
じ
な
が
ら
、
た
だ
歩
く
の
で
は
な
く
、
考
え
ず
、
感
じ
な
が

ら
歩
く
。
都
会
に
は
野
山
は
少
な
い
が
、
ど
の
よ
う
な
大
都
市
で
あ
っ

て
も
、
河
川
敷
な
ど
は
身
近
に
あ
る
し
、
雲
や
月
を
見
な
が
ら
歩
く
こ

と
も
で
き
る
。 

 

虚
の
病
は
、
気
が
消
耗
し
た
状
態
で
あ
る
。
虚
の
病
に
対
し
て
鬱
の

24
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病
の
解
消
法
を
や
り
過
ぎ
る
と
、
気
が
発
散
し
て
余
計
に
虚
に
な
っ
て

し
ま
う
。
少
し
だ
け
な
ら
生
じ
る
助
け
に
な
る
と
し
て
い
る
の
で
、
虚

の
病
の
人
は
、
軽
め
に
行
う
。
基
本
と
し
て
喜
怒
驚
が
原
因
の
虚
の
病

の
人
は
、
外
で
活
発
に
動
い
て
発
散
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
暗
い
部
屋

で
短
時
間
の
仮
眠
を
と
る
と
よ
い
と
し
て
い
る
。 

 

ま
た
『
骨
董
録
』
に
お
い
て
は
、
虚
の
原
因
で
あ
る
怒
り
の
感
情
を

解
い
た
り
、
鬱
を
払
う
た
め
に
、
気
を
物
に
移
し
た
り
と
い
う
方
法
を

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

「
気
を
と
と
の
ふ
と
云
事
、
簡
要
の
事
也
。
ひ
と
へ
に
気
を
補
に
も

あ
ら
ず
、
ひ
と
へ
に
散
す
る
に
も
あ
ら
す
。
薬
を
以
て
と
ゝ
の
ふ
る
こ

と
は
、
医
の
工
に
あ
り
。
気
を
以
て
気
を
調
事
は
、
わ
れ
に
あ
り
。
然

れ
と
も
我
と
怒
を
と
き
、
胸
の
鬱
を
ひ
ら
く
事
成
難
物
な
り
。
欝
を
は

ら
は
ん
と
お
も
は
ゞ
、
気
を
物
に
う
つ
し
て
、
そ
の
物
に
我
怒
も
欝
も

う
ば
は
す
べ
し
」

 (44)
と
。 

す
な
わ
ち
、
精
神
を
調
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
肝
要
な
こ
と
で
あ
る
。

精
神
を
調
え
る
と
い
っ
て
も
、
別
の
精
神
を
持
っ
て
き
て
、
足
り
な
い

と
こ
ろ
を
補
い
充
た
す
こ
と
で
も
な
け
れ
ば
、
精
神
の
余
っ
て
い
る
の

を
他
へ
散
ら
す
こ
と
で
も
な
い
。 

精
神
を
調
え
る
の
に
、
薬
で
調
え
る
こ
と
は
医
師
の
技
術
で
あ
る
。

精
神
で
精
神
を
調
え
る
こ
と
は
、
そ
の
人
自
身
の
問
題
で
あ
る
。
と
は

い
う
も
の
の
、
自
分
の
怒
り
を
自
分
で
解
き
、
自
分
の
胸
の
塞
が
っ
て

い
る
の
を
、
自
分
で
開
く
と
い
う
こ
と
は
、
容
易
に
で
き
る
こ
と
で
は

な
い
。 

 

例
え
ば
腹
が
立
っ
た
時
は
、
花
瓶
に
花
を
生
け
、
そ
の
花
に
怒
り
の

気
を
奪
わ
せ
、
月
や
雲
や
山
に
そ
の
怒
り
の
感
情
を
移
す
。
こ
う
す
る

こ
と
で
、
腹
立
た
し
い
気
持
ち
が
心
か
ら
離
れ
て
い
く
と
い
う
。
こ
れ

が
気
を
物
に
移
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。 
 

「
花
を
折
り
て
か
め
に
入
て
は
、
花
に
う
ば
は
せ
、
香
一
炷
焼
て
は

香
に
気
を
う
ば
は
す
べ
し
。
い
た
く
腹
の
立
つ
事
あ
ら
ば
、
ふ
り
あ
げ

て
月
を
も
見
る
へ
し
。
鳥
獣
に
も
心
を
移
う
つ
す
へ
し
。
む
か
ふ
物
に

気
を
う
ば
は
す
れ
ば
、
と
か
う
す
る
中
に
と
け
て
、
結
ぼ
れ
た
る
気
ち

り
て
、
お
の
づ
か
ら
と
ゝ
の
ほ
る
物
な
り
。
そ
の
い
か
り
に
ふ
み
と
ま

り
、
欝
に
と
ぢ
ら
る
れ
は
、
気
の
伸
む
や
う
な
し
。
腹
の
た
つ
と
云
は
、

そ
の
事
に
わ
が
心
が
付
て
の
為
な
り
。
の
け
う
と
す
れ
ば
い
よ
い
よ
の

か
ぬ
、
や
つ
と
ふ
り
あ
け
て
、
雲
成
と
も
山
な
り
と
も
見
る
べ
し
。
腹

の
立
事
に
付
た
る
心
は
、
ち
や
く
〱
と
雲
に
う
つ
り
、
山
に
う
つ
り
て
、

腹
立
な
る
事
に
つ
き
た
る
心
が
は
な
る
ゝ
な
り
」
(45)
と
。 

ま
た
、
お
ま
じ
な
い
な
ど
も
、
留
ま
る
心
を
物
に
移
す
効
果
が
あ
る

と
し
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。 

「
口
に
陀
羅
尼
よ
み
、
呪
を
と
な
へ
て
難
を
の
か
れ
、
邪
気
を
転
し

て
正
気
に
な
す
事
共
、
散
乱
の
心
を
お
さ
め
、
物
に
付
た
る
心
を
は
な

す
道
理
な
り
。
ま
じ
な
ひ
な
ど
ゝ
云
事
も
、
子
細
あ
る
儀
也
」
(46)
と
。 

沢
庵
は
ま
じ
な
い
の
類
を
、
心
理
療
法
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
次
の
よ
う
な
話
も
あ
る
と
い
う
。
あ
る
女
性
が
抑
鬱
症

25
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に
か
か
っ
て
落
ち
込
ん
で
い
た
、
そ
れ
を
診
た
あ
る
医
師
が
い
う
に
は
、

「
こ
の
女
性
の
病
は
恋
慕
の
病
、
恋
煩
い
で
あ
っ
て
、
ま
た
恋
す
る
相

手
の
男
の
せ
い
で
か
か
っ
た
病
人
で
あ
る
」
と
。
こ
れ
を
聞
い
た
女
性

は
、
に
わ
か
に
怒
り
出
し
て
「
と
ん
で
も
な
い
こ
と
だ
。
こ
の
医
者
は
、

私
に
あ
り
も
し
な
い
難
く
せ
を
つ
け
る
」
と
、
黒
雲
が
起
こ
っ
た
よ
う

に
烈
し
く
怒
っ
た
。
こ
の
怒
り
で
胸
の
鬱
鬱
し
た
気
分
が
、
一
気
に
散

っ
て
病
が
治
っ
た
と
い
う
。
こ
の
医
師
は
、
鬱
病
患
者
に
薬
を
与
え
ず

に
病
を
治
し
た
の
で
あ
る
。
薬
で
は
な
く
、
た
だ
の
一
言
で
、
病
人
の

胸
中
の
鬱
気
を
奪
い
取
る
手
段
を
取
っ
た
の
で
あ
っ
た
。 

 

四四
、、
和和
歌歌
をを
用用
いい
たた
心心
理理
療療
法法  

    

沢
庵
禅
師
に
よ
る
心
理
療
法
に
つ
い
て
は
、
戯
作
者
で
あ
っ
た
山
東

京
山
（
一
七
六
九
～
一
八
五
八
）
が
著
し
た
『
無
病
養
生
手
引
草
』
に
、

次
の
よ
う
な
物
語
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

そ
れ
は
、
幼
い
息
子
を
亡
く
し
て
悲
し
み
か
ら
病
気
に
な
っ
た
母
親

へ
、
沢
庵
が
あ
る
和
歌
を
送
り
、
そ
の
和
歌
に
よ
っ
て
病
を
癒
し
た
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
母
親
は
和
歌
を
朝
夕
読
み
続
け
る
こ
と
で
、
心
の

留
ま
り
を
払
っ
て
い
っ
た
。
和
歌
が
あ
た
か
も
ま
じ
な
い
と
し
て
働
い

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
次
の
和
歌
で
あ
っ
た
。 

「
何
事
も
そ
れ
に
ま
か
せ
て
お
く
山
に
心
ば
か
り
が
墨
染
の
袖
」
(47) 

何
事
も
天
命
で
あ
り
、
神
や
仏
の
く
だ
さ
る
約
束
事
だ
と
諦
め
、
心

を
さ
ら
り
と
入
れ
替
え
な
さ
い
。
心
は
入
山
し
た
僧
に
な
っ
た
と
思
い

な
さ
い
。
山
東
京
山
は
、
和
歌
を
こ
の
よ
う
に
解
釈
し
た
。 

 

ま
た
京
山
は
、
こ
れ
は
「
仏
法
の
一
大
事
捨
心
の
悟
り
」
(48)
で
あ
る

と
説
明
し
て
い
る
。
捨
心
と
は
、
可
愛
い
、
憎
い
と
い
っ
た
心
の
偏
り

を
捨
て
、
す
べ
て
の
生
命
を
慈
し
む
こ
と
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
不
運
や
不
幸
に
は
、
天
命
と
割
り
切
っ
て
し
ま
う
こ

と
で
、
そ
こ
か
ら
く
る
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
で
き
る
も
の
が
あ
る
。
現
在

抱
え
て
い
る
問
題
が
、
絶
対
者
か
ら
決
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
天
命
で
あ

る
、
と
常
に
思
い
込
ん
で
し
ま
う
場
合
が
あ
る
。
た
だ
し
、
も
し
解
決

可
能
な
問
題
な
ら
ば
、
淡
々
と
そ
の
時
点
で
で
き
る
こ
と
を
し
て
い
く

が
、
解
決
が
難
し
く
逃
避
が
可
能
で
あ
れ
ば
逃
げ
て
し
ま
う
。
ま
た
解

決
不
可
能
な
問
題
も
、
ほ
と
ん
ど
は
時
間
の
経
過
で
物
事
は
変
化
し
、

過
ぎ
去
っ
て
い
く
。
戦
い
も
逃
げ
も
せ
ず
、
時
間
と
と
も
に
過
ぎ
去
る

の
を
待
つ
と
い
う
選
択
肢
も
あ
る
。 

そ
し
て
正
面
か
ら
解
決
に
挑
む
の
も
、
逃
げ
る
の
も
、
時
の
経
過
を

待
つ
の
も
、
如
何
な
る
場
合
で
も
、
焦
ら
ず
行
動
し
、
誰
か
を
恨
ん
だ

り
責
め
た
り
は
し
な
い
よ
う
に
す
る
。
こ
の
問
題
を
も
た
ら
し
た
の
は
、

天
命
で
あ
る
と
割
り
切
っ
て
し
ま
う
。 

天
命
と
い
う
言
葉
が
大
仰
な
ら
、
自
然
災
害
と
し
て
考
え
れ
ば
、
身

近
な
も
の
に
な
る
。
台
風
や
大
雪
が
来
た
と
き
は
、
そ
れ
を
恨
ん
で
も

何
の
解
決
に
も
な
ら
な
い
。
過
ぎ
去
る
ま
で
、
冷
静
に
対
処
す
る
し
か

な
い
と
い
え
る
。 
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た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
し
た
い
こ
と
は
、
暴
力
や
嫌
が
ら
せ
、
ま
し

て
や
犯
罪
被
害
な
ど
は
、
ま
っ
た
く
理
不
尽
で
不
必
要
な
も
の
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
う
い
う
も
の
ま
で
も
天
命
で
あ
る
、
と
思
う
必
要
は

な
い
。
こ
の
種
の
ス
ト
レ
ス
と
は
正
面
か
ら
向
き
合
う
と
、
嫌
な
こ
と

が
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
し
、
辛
さ
が
余
計
に
増
し
て
し
ま
う
場
合
が
あ

る
。
そ
の
際
に
は
、
ス
ト
レ
ス
と
向
き
合
わ
な
い
、
と
い
う
選
択
も
必

要
な
の
で
あ
る
。 

 

五五
、、
おお
わわ
りり
にに 

  
  
  
――
  

人人
間間
関関
係係
のの
悩悩
みみ  ――

  

   

私
た
ち
に
と
っ
て
、
身
近
に
あ
る
最
大
の
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
は
、

実
は
人
間
関
係
の
悩
み
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
人
間
関
係
の
悩
み
も

様
々
で
、
暴
力
や
嫌
が
ら
せ
の
よ
う
に
深
刻
な
も
の
も
あ
る
。
こ
う
い

う
人
間
関
係
の
悩
み
は
、
心
を
大
き
く
乱
し
、
心
に
留
ま
り
続
け
る
。

特
に
強
烈
な
嫌
が
ら
せ
や
暴
力
を
受
け
る
と
、
そ
の
こ
と
が
常
に
心
に

留
ま
り
、
何
度
も
繰
り
返
し
思
い
出
し
て
し
ま
う
。 

嫌
が
ら
せ
を
す
る
加
害
者
が
目
の
前
に
い
な
い
と
き
に
も
、
そ
の
加

害
者
を
心
の
中
で
呼
び
出
し
、
自
分
に
危
害
を
加
え
さ
せ
続
け
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。
次
は
ど
の
よ
う
な
嫌
が
ら
せ
を
受
け
る
か
、
ま
だ
受
け

た
こ
と
の
な
い
暴
力
を
妄
想
す
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
被
害
者
は
ど

こ
に
い
て
も
、
何
を
し
て
い
て
も
、
自
ら
心
の
中
に
創
り
出
し
た
加
害

者
か
ら
、
延
々
と
嫌
が
ら
せ
を
受
け
続
け
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
フ

ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
は
、
ま
る
で
幻
術
の
よ
う
で
あ
る
。 

心
の
健
康
の
た
め
に
は
、
こ
の
幻
術
か
ら
速
や
か
に
抜
け
出
さ
な
く

て
は
い
け
な
い
。
で
は
、
幻
術
は
如
何
に
し
て
解
け
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

幻
術
を
解
除
す
る
こ
と
は
容
易
で
、
幻
術
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
強

く
認
識
す
れ
ば
良
い
の
で
あ
る
。
自
分
で
自
分
に
幻
術
を
か
け
て
い
る

の
だ
か
ら
、
す
ぐ
に
気
づ
け
る
は
ず
で
あ
る
。 

例
え
ば
一
人
で
部
屋
に
い
る
と
き
に
、
嫌
な
こ
と
を
思
い
出
し
、
心

の
中
で
加
害
者
か
ら
の
嫌
が
ら
せ
が
始
ま
っ
た
と
す
る
。
そ
う
い
う
と

き
は
、
せ
っ
か
く
一
人
で
安
全
な
静
か
な
場
所
に
い
る
の
に
、
わ
ざ
わ

ざ
加
害
者
の
幻
を
招
待
し
、
自
分
に
危
害
を
加
え
さ
せ
て
い
る
こ
と
を

強
く
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。
自
分
で
自
分
に
幻
術
を
か
け
て
い
る
と
認

識
し
、
心
に
留
ま
っ
た
幻
を
別
の
も
の
に
切
り
替
え
る
。 

た
だ
し
、
理
屈
で
わ
か
っ
て
い
て
も
、
ス
ト
レ
ス
の
強
さ
に
よ
っ
て

は
、
感
情
が
勝
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、
幻
を
打
ち
消
す
ト
リ

ガ
ー
と
し
て
、
沢
庵
も
い
う
よ
う
に
心
を
物
に
移
し
た
り
、
遠
く
を
見

な
が
ら
外
を
歩
い
た
り
、
好
き
な
言
葉
や
歌
詞
な
ど
を
お
ま
じ
な
い
の

よ
う
に
暗
唱
し
た
り
す
る
。
こ
の
よ
う
に
心
を
留
め
な
い
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
し
て
い
く
こ
と
で
、
徐
々
に
幻
術
を
解
除
す
る
こ
と
が
う
ま
く
な

り
、
落
ち
着
い
て
く
る
。 

嫌
な
思
い
を
す
る
の
は
、
嫌
な
こ
と
を
さ
れ
て
い
る
瞬
間
だ
け
で
十

分
で
あ
る
。
不
味
い
も
の
を
食
べ
て
、
そ
れ
を
後
か
ら
吐
き
出
し
、
再
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び
食
べ
る
こ
と
な
ど
は
な
い
。
嫌
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
そ
の
ス
ト
レ

ス
を
心
に
留
め
ず
、
向
き
合
わ
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
が
、

沢
庵
禅
師
の
医
論
に
お
け
る
病
の
解
消
法
と
い
え
よ
う
。 

 

註註   (1) 

沢
庵
『
不
動
智
』
二
三
頁
、
沢
庵
和
尚
全
集
刊
行
会
編
『
沢
庵
和
尚
全

集
』
巻
五
所
収
、
昭
和
四
年
。 

(2) 

沢
庵
『
医
説
』
一
八
頁
、
沢
庵
和
尚
全
集
刊
行
会
編
『
沢
庵
和
尚
全
集
』 

 
 

巻
五
所
収
、
昭
和
四
年
。 

(3) 

『
医
説
』
一
七
頁
。 

(4) 

『
医
説
』
二
二
頁
。 

(5) 

辻
善
之
助
編
註
『
沢
庵
和
尚
書
簡
集
』
二
三
七
頁
、
岩
波
書
店
、
昭
和

一
七
年
。 

(6) 

同
前
。 

(7)
『
沢
庵
和
尚
書
簡
集
』
二
三
八
頁
。 

(8)
『
沢
庵
和
尚
書
簡
集
』
二
三
九
頁
参
照
。 

(9)
『
沢
庵
和
尚
書
簡
集
』
二
四
一
頁
。 

(10)
『
医
説
』
一
九
頁
。 

(11)
『
沢
庵
和
尚
書
簡
集
』
一
一
五
頁
。 

(12) 

同
前
。 

(13) 

沢
庵
『
骨
董
録
』
二
頁
、
沢
庵
和
尚
全
集
刊
行
会
編
『
沢
庵
和
尚
全
集
』 

 
 

巻
五
所
収
、
昭
和
四
年
。 

(14) 

沢
庵
『
結
縄
集
』
一
八
頁
、
沢
庵
和
尚
全
集
刊
行
会
編
『
沢
庵
和
尚
全

集
』
巻
五
所
収
、
昭
和
四
年
。 

(15)
『
医
説
』
二
九
頁
。 

(16) 

同
前
。 

(17)
『
医
説
』
二
九―

三
〇
頁
。 

(18)
『
沢
庵
和
尚
書
簡
集
』
一
五
八
頁
。 

(19)
『
沢
庵
和
尚
書
簡
集
』
一
二
五
頁
。 

(20)
『
沢
庵
和
尚
書
簡
集
』
二
〇
一
頁
。 

(21)
『
医
説
』
二―

三
頁
。 

(22)
『
医
説
』
三
二
頁
。 

(23)
『
医
説
』
四
頁
。 

(24)
『
医
説
』
五
頁
。 

(25)
『
結
縄
集
』
二
八
頁
。 

(26)
『
沢
庵
和
尚
書
簡
集
』
一
二
四
頁
。 

(27)
『
沢
庵
和
尚
書
簡
集
』
二
四
八
頁
。 

(28)
『
沢
庵
和
尚
書
簡
集
』
三
〇
三
。 

(29)
『
結
縄
集
』
二
九
頁
。 

(30)
『
医
説
』
九
頁
。 

(31)
『
医
説
』
一
八
頁
。 

(32)
『
医
説
』
一
九
頁
。 
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 (33)
『
沢
庵
和
尚
書
簡
集
』
一
五
七
頁
。 

(34) 

同
前
。 

(35)
『
結
縄
集
』
二
二
頁
。 

(36)
『
医
説
』
一
九
頁
。 

(37)
『
医
説
』
一
四
頁
。 

(38)
『
沢
庵
和
尚
書
簡
集
』
二
二
七
頁
。 

(39)
『
骨
董
録
』
二
二
頁
。 

(40)
『
骨
董
録
』
二
三
頁
。 

(41)
『
医
説
』
二
八―

二
九
頁
。 

(42) 

柳
生
宗
矩
『
兵
法
家
伝
書
』
三
一
九
頁
、
日
本
思
想
大
系
61
『
近
世
芸
道

論
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
七
年
。 

(43) 

以
下
の
論
述
は
、『
医
説
』
の
二
九
頁
以
降
を
参
照
。 

(44)
『
骨
董
録
』
二
二―

二
三
頁
。 

(45)
『
骨
董
録
』
二
三
頁
。 

(46) 

同
前
。 

(47) 

山
東
京
山
著
、
立
斎
広
重
画
『
無
病
長
寿
養
生
手
引
草
』
下
の
巻
、
コ
マ
番

号
三
四
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
安
政
五
年
。 

(48) 

『
無
病
長
寿
養
生
手
引
草
』、
コ
マ
番
号
三
五
。 

 

（
か
さ
い
・
あ
き
ら 

福
島
工
業
高
等
専
門
学
校
教
授
） 
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